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春
期
父
母
懇
談
会
が
６
月

２６
日
、
本
学
で
開
催
さ
れ

た
。
遠
方
か
ら
の
参
加
者
を

は
じ
め
、
例
年
よ
り
多
い
５９

組
７４
人
の
ご
父
母
が
出
席

し
、
個
別
面
談
な
ど
を
通

し
、
日
ご
ろ
の
不

安
や
疑
問
を
解
消

し
た
。

は
じ
め
に
寺
本

千
名
夫
学
長
が
あ

い
さ
つ
。
教
育
方

針
を
説
明
し
た

後
、
募
集
停
止
に

至
っ
た
経
緯
な
ど

を
説
明
。
父
母
か

ら
は
「
募
集
停
止

は
非
常
に
残
念
」

と
い
っ
た
意
見
の

ほ
か
、
「
在
学
生

の
卒
業
や
進
路
は
？
」
な
ど

の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
寺
本

学
長
ら
が
応
答
し
、
理
解
を

求
め
た
。

引
き
続
き
、
学
科
ご
と
に

分
か
れ
森
山
軍
治
郎
、
足
達

健
夫
両
学
科
長
が
学
び
の
特

色
を
説
明
。
続
い
て
個
別
面

談
が
行
わ
れ
、
各
学
科
の
教

員
が
父
母
か
ら
の
質
問
に
応

じ
、
大
学
生
活
の
様
子
や
卒

業
後
の
進
路
な
ど
に
つ
い

て
、
丁
寧
に
ア
ド
バ
イ
ス
し

た
。な

お
、
秋
期
父
母
懇
談
会

は
１０
月
２４
日
（
日
）
に
開
催

の
予
定
。

０８
年
に
発
足
し
た
「
専
修

大
学
ハ
ス
カ
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
、
新

家
憲
名
誉
教
授
が
美
唄
市
内

の
ピ
ポ
リ
ー
技
研
製
作
所
と

共
同
で
「
ハ
ス
カ
ッ
プ
収
穫

機
」
の
試
作
機
を
開
発
し

た
。
６
月
２５
日
に
は
学
生
５

人
が
参
加
し
て
、
同
市
内
の

農
園
で
実
用
化
へ
向
け
た
性

能
試
験
を
行
っ
た
。

ハ
ス
カ
ッ
プ
の
実
は
小
さ

く
て
傷
つ
き
や
す
い
た
め
、

こ
れ
ま
で
は
手
で
摘
み
取
り

作
業
を
行
っ
て
い
た
。
試
作

機
は
吸
引
式
で
、
先
端
部
の

器
具
で
枝
を
な
で
る
よ
う
に

し
て
実
を
吸
引
し
、
取
り
込

ん
だ
実
と
葉
は
質
量
の
違
い

で
分
離
さ
せ
て
収
穫
す
る
。

今
回
の
試
験
で
は
先
端
部
に

付
け
る
器
具
と
し
て
形
状
や

材
質
が
異
な
る
６
種
類
を
用

意
し
、
実
験
。
一
定
時
間
内

で
学
生
が
手
で
摘
み
取
っ
た

量
と
比
べ
、
６
～
７
倍
の
量

を
摘
み
取
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
も
あ
っ
た
が
、
傷
が
つ

い
た
実
も
見
ら
れ
た
。
新
家

名
誉
教
授
は
「
ハ
ス
カ
ッ
プ

酒
や
ジ
ャ
ム
な
ど
の
加
工
食

品
向
け
に
は
大
丈
夫
だ
が
、

さ
ら
に
実
の
損
傷
を
少
な
く

す
る
こ
と
と
、
収
穫
効
率
の

向
上
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

軽
量
化
や
可
搬
移
動
を
容
易

に
す
る
な
ど
、
課
題
は
山
積

み
だ
が
、
最
初
の
デ
ー
タ
収

集
と
し
て
は
成
功
だ
っ
た
」

と
実
験
を
振
り
返
っ
た
。
ま

た
、
「
さ
ら
な
る
改
良
を
図

り
、
農
家
の
労
働
環
境
の
改

善
や
効
率
化
に
寄
与
し
、
道

内
一
の
ハ
ス
カ
ッ
プ
生
産
地

で
あ
る
美
唄
市
の
発
展
に
貢

献
し
た
い
」
と
今
後
の
展
望

を
語
っ
た
。

第
５７
回
北
海
道
地
区
大
学

体
育
大
会
が
７
月
２
日
に
開

幕
し
た
。
札
幌
市
を
中
心

に
、
道
内
の
四
年
制
大
学
、

短
期
大
学
の
体
育
系
ク
ラ
ブ

が
出
場
す
る
こ
の
大
会
で
、

柔
道
部
が
優
勝
を
果
た
し
、

開
学
以
来
初
と
な
る
全
道
制

覇
を
達
成
し
た
。

７
月
３
日
、
北
海
道
大
学

武
道
場
で
行
わ
れ
た
柔
道
大

会
に
は
１２
大
学
（
国
公
立
８

校
、
私
立
本
学
含
め
４
校
）

が
出
場
。
本
学
は
唯
一
の
短

大
勢
と
し
て
奮
闘
し
、
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
を
勝
ち
上
が
っ

た
。
準
決
勝
で
は
旭
川
医
大

を
４
―
１
で
、
決
勝
で
は
東

海
大
学
札
幌
校
を
４
―
０
で

下
し
、
２
年
連
続
準
優
勝
の

雪
辱
を
果
た
し
た
。

山
形
優
斗
主
将
（
み
ど
り

２
・
北
海
道
札
幌
山
の
手

高
）
は
「
優
勝
で
き
て
と
て

も
う
れ
し
い
。
こ
こ
で
気
を

抜
か
ず
、
全
日
本
学
生
柔
道

体
重
別
団
体
優
勝
大
会
に
出

場
で
き
る
よ
う
、
部
員
一
同

頑
張
り
た
い
」
と
話
し
た
。

み
ど
り
の
総
合
科
学
科
１

年
次
生
の
専
門
科
目
「
基
礎

ゼ
ミ
」
で
は
「
都
市
公
園
と

街
路
樹
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

講
義
の
一
環
と
し
て
、
６
月

２５
日
、
岩
見
沢
市
内
で
研
修

を
行
っ
た
。
小
林
昭
裕
教
授

の
引
率
で
、
学
生
１２
人
が
参

加
し
、
街
路
樹
と
歩
道
の
あ

り
方
や
公
園
設
計
に
お
け
る

景
観
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

移
動
中
は
、
バ
ス
の
車
窓

か
ら
見
え
る
国
道
１２
号
線
の

イ
チ
ョ
ウ
並
木
や
利
根
別
川

の
千
本
桜
並
木
、
岩
見
沢
市

内
の
ナ
ナ
カ
マ
ド
な
ど
の
街

路
樹
の
特
徴
や
管
理
を
小
林

教
授
か
ら
説
明
を
受
け
た
。

続
い
て
、
都
市
公
園
の
例
と

し
て
東
山
総
合
公
園
内
の
玉

泉
館
跡
地
公
園
を
は
じ
め
、

い
わ
み
ざ
わ
公
園
に
あ
る
室

内
公
園
（
色
彩
館
）
、
ポ
プ

ラ
並
木
自
然
遊
歩
道
な
ど
を

訪
れ
、
園
内
を
散
策
。
学
生

た
ち
は
実
際
の
公
園
や
空
間

を
生
き
た
教
材
に
し
て
理
解

を
深
め
、
観
察
結
果
を
レ
ポ

ー
ト
に
ま
と
め
た
。

美
唄
市
に
鎮
座
す
る
空
知

神
社
の
春
季
例
祭
が
６
月
１０

日
か
ら
１２
日
ま
で
催
さ
れ
、

最
終
日
に
行
わ
れ
た
春
季
弓

道
大
会
に
近
野
し
お
り
主
将

（
み
ど
り
２
・
北
海
道
音
更

高
）
を
は
じ
め
と
し
た
弓
道

部
の
部
員
５
人
が
出
場
。
２０

数
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
同

大
会
で
全
員
で
神
社
に
拝
礼

を
行
い
、
日
ご
ろ
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
、
例
祭
の
盛

り
上
げ
に
貢
献
し
た
。

同
神
社
は
０９
年
に
第
１６
代

宮
司
が
就
任
し
た
こ
と
を
き

み

こ

し

っ
か
け
に
８
年
ぶ
り
に
神
輿

渡
御
を
再
興
す
る
な
ど
、
活

動
を
再
開
し
た
。ま
た
、弓
道

部
は
美
唄
市
営
弓
道
場
を
練

習
に
使
用
し
、
美
唄
市
弓
道

連
盟
の
方
に
指
導
し
て
い
た

だ
く
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
地

域
の
方
々
に
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
。
大
会
は
四
矢
二
立

の
計
８
射
の
的
中
数
で
競
わ

れ
、
部
員
た
ち
は
集
中
し
て

矢
を
放
ち
、
市
民
か
ら
温
か

い
声
援
が
送
ら
れ
て
い
た
。

６
月
３０
日
、
北
海
道
立
三

笠
高
校
の
２
、
３
年
生
約
２０

人
を
対
象
と
し
た
「
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
学
習
会
」
が

本
学
の
Ｃ
Ａ
Ｄ
室
で
催
さ
れ

た
。
こ
の
企
画
は
同
高
校
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
報
告
会

用
資
料
の
作
成
を
商
経
社
会

総
合
学
科
の
学
生
が
手
ほ
ど

き
す
る
、と
い
う
も
の
で
、良

い
プ
レ
ゼ
ン
を
行
う
た
め
に

配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の

操
作
方
法
な
ど
を
丁
寧
に
指

導
し
た
∥
写
真
。

学
習
会
は
石
坂
信
一
郎
教

授
の
ゼ
ミ
生
が
講
師
を
担

当
。
全
体
説
明
の
後
、
良
い

プ
レ
ゼ
ン
、
悪
い
プ
レ
ゼ
ン

の
例
を
紹
介
し
た
。
続
い
て

ソ
フ
ト
を
立
ち
上
げ
、
画
像

の
張
り
付
け
や
レ
イ
ア
ウ
ト

の
調
整
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

の
追
加
な
ど
、
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
を
用
い
た
資
料
の
作
り

方
を
伝
授
し
た
。
ゼ
ミ
生
た

ち
は
講
師
と
し
て
高
校
生
に

指
導
し
た
こ
と
で
、
改
め
て

プ
レ
ゼ
ン
や
ソ
フ
ト
に
対
す

る
理
解
を
深
め
た
。

ま
た
、
６
月
１０
日
に
も
同

高
校
の
２
、
３
年
生
２４
人
と

西
田
正
史
校
長
ら
教
諭
１０
人

が
来
校
し
、
専
大
フ
ァ
ー
ム

第
２
農
場
で
農
業
実
習
を
体

験
し
た
。
好
天
に
恵
ま
れ
、

み
ど
り
の
総
合
科
学
科
の
成

田
保
三
郎
、
溝
延
学
両
教
授

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
カ
ボ

チ
ャ
の
苗
を
丁
寧
に
定
植
し

た
。

第
１４
回
専
修
大
学
北
海
道

短
大
同
窓
会
道
央
支
部
総
会

が
７
月
９
日
、
札
幌
全
日
空

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
∥
写

真
。同
窓
生
を
は
じ
め
、寺
本

学
長
、
山
梨
光
訓
副
学
長
、

田
中
貞
美
名
誉
教
授
ら
４０
人

が
出
席
し
、旧
交
を
温
め
た
。

井
鳥
隆
支
部
長
（
昭
４９
農

業
土
木
）の
あ
い
さ
つ
の
後
、

寺
本
学
長
が
本
学
の
現
状
を

説
明
し
た
。
引
き
続
き
、
英

伴
同
窓
会
長
（
昭
４５
農
業
土

木
）
の
音
頭
で
乾
杯
し
、
懇

親
会
を
開
会
。
会
場
に
は
教

員
ら
を
中
心
と
し
た
輪
が
広

が
り
、
参
加
者
た
ち
は
懐
旧

談
に
花
を
咲
か
せ
た
。
常
松

哲
元
土
木
科
教
授
の
発
声
で

万
歳
三
唱
し
、
散
会
し
た
。

▲

石
積
に
つ
い
て
小
林
教

授
（
左
）
か
ら
指
導
を

受
け
る
学
生
た
ち

みどりの総合科学科１年次生「基礎ゼミ」

「都市公園と街路樹」

公園設計と景観を学ぶ

学
業
、進
路
で

熱
心
に
質
問

三
笠
高
校
２
、３
年
生
が
プ
レ
ゼ
ン
学
習
会

石
坂
ゼ
ミ
生
が
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
操
作
法
指
導

例年より多いご父母が参加

第
５７
回
北
海
道
地
区
大
学
体
育
大
会

▲

寺
本
学
長
が
教
育
方
針

を
説
明

▲ 副将・山本博己さん（みどり１・北海道

札幌龍谷高）が�はらい腰�で１本勝ち

（対酪農学園大戦）

柔
道
部
が
優
勝

開
学
以
来
、初
の
全
道
制
覇

空
知
神
社
の
春
季
例
祭
に
参
加

▲ 集中して弓を引く部員たち

▲

個
別
面
談
の
様
子

春季弓道大会に出場

行事盛り上げに貢献

「
第
１４
回
同
窓
会
道

央
支
部
総
会
」開
く

▲ 地元の農園で行われた性能試験の

様子。試作機（中央）のデータを

採取する新家名誉教授（左）

新
家
憲
名
誉
教
授
が

実
用
化
へ
性
能
試
験
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